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1　は　し　が　き

水稀の病害虫に対する抵抗性は茎葉の珪酸含量と密接な

関係があるとされ，珪酸が欠除すると各種の生育障害をお

こし稔実不良のため著しく減収するといわれる。宮城県の

ように比較的病害に弱いとされるササニシキの作付けが大

部分を占める状態では珪酸の水稲の収量，品質に対すろ効

果は大きいと考えられる。本研究は宮城県内の水田土残に

っいて水稲への珪酸供給力に寄与する要因をみいだすため

各種分析法による土壌珪酸と収穫期茎葉珪酸含量との関係

を調べたものであろ。また土壌が珪酸を保持する能力に対

し燐酸吸収係数，pEその他がどのように関与しているか

について調べた。

2　供　託　試　料

鎚年度の作付けについて，県内130地点の土壌型の異な

る水田から収穫期の稲体と土壌を県内の農業改良普及所を

通して集めたものである。全試料中ササニシキ110点，サ

サミノリ15点，その他5点であった。

3　実　験　方　法

tl）水稲茎葉中珪酸含量：過塩素酸分解重量法による。

（2）土壌珪酸の各種測定法（a）常法：pH4．0の酢酸ナ

トリウム．亜℃，5時間振とう。風乾土：浸出液＝1：

10。Ib）培養法：風乾土1に対し5の水を加え．密栓して

脚℃1週間培養，濾液の珪酸を比色測定。tO）水浸出法：

風乾土1に対し5の0．01址CaCl2液を加え2時間振とう

後痘液の珪酸測定。

（3）土壌の珪酸吸収量：風乾土1に対し120騨・SiO2

液を5加え30℃2時間振とう後濾液SiO2残量より珪酸吸

収量を測定。

4　結果　と　考察

tl）県内水稲茎葉珪酸含有率の分布状況

供試試料の円ササニシキ110点について茎葉の珪酸含有

率の分布を図1に示した。平均13．7％，S．D2．6％であり

珪酸肥料の顕著な肥効があると言われる1）茎葉の珪酸含量

11％以下の場合が15％を占めていた。特に本県本吉地区か

一37－

らの試料はササミノリの作付けが大部分であるが，8点中

7点は茎葉珪酸が10％以下であることが注目されろ。
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図1　県内水相茎葉珪酸含有率（収穫期）

の分布（品種：ササニシキ110点）

（2）各種土壌珪酸と茎葉珪酸含有率との関係

三種の方法によって浸出される土壌珪酸と茎葉珪酸との

関係を図2，3，4に示した。茎葉珪酸％と比較的関係が

あるとみられる部分（p王Ⅰ4酢酸ナトリウム法では30呼以

下，水浸出法では6叩以下，培養法では12喝以下）につい

てみると相関係数は，培養法～水浸出法〉酢酸ナトリウム

法の頓であり，特に培養法は全体が茎葉珪酸含量と関係し

ており，実際の圃場では湛水，還元的状態で珪酸が水稲に

吸収されることを考えれば，水稲の珪酸吸収を推定する

には最も有効であろと考えられろ。水浸出法は培養法に比

べれば茎葉珪酸％に対し頭打ち，又は無関係な6喝以上の

部分がやや多いが，①珪酸の不足の状態での相関がよいこ

と，②手法が簡便であることからみて，土壌の珪酸供給力

の良，不良の簡易判定法として有効であると考えられる。

酢酸ナトリウム法は珪酸の少ない部分での相関も3法の

内で最も低く，また30叩以上の茎葉珪酸と関係のない部

分が多い。これらのことは最近よく指摘されており．現在

のように珪酸資材の施用が一般化した時代においては．こ

の方法は珪酸肥効の長石の判定法としては不適当になって

おり，むしろ土壌中に集積した可給態珪酸の総量を示して

いると考えられる。



38 東北農業研究　　第　31号（1982）

1
5

㌍
棄
沌
恨
A
〃
率

〉・ヨ0．67lx十5．04

「コ0．648◆◆

‖可帰山よ、＿17叫【こついて求めたもの）

10　　　　　　　15　　　　　　　20

ナ長　尾i上　Jt　熊（喝／1（伽1

図2　培養法による土壌珪酸と

茎葉珪酸含有率
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図3　水浸出法によろ土壌珪酸と

茎葉珪酸含有率
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図4　p土Ⅰ4酢酸ナトリウム浸出珪酸と茎

茎葉珪酸含有率

（31水田土壌の珪酸保持力について

珪酸と燐酸の吸着機構は類似しており，土壌中の珪酸吸

着母体としては遊離のアルミ，鉄等が考えられている。ま

た土壌のpEが高いほど珪酸吸収が増加することが知られ

ている2）。図5に燐酸吸収係数と珪酸吸収量との関係を示

してあるが，予期されるように有意の正の相関（rニ0．559）

がある。更にp王王の増加と共に珪酸吸収量が増加すろ傾向

がみられ，珪酸吸収量（γ）と燐酸吸収係数（∝l），ptI（ズ2）

との重相関をとると，γ＝－22．7＋0．00876∝l＋4．44ズ2

‥r＝0．713が得られた。
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図5　燐酸吸収係数と土壌珪酸吸収量

酢酸ナトリウム浸出の土壌珪酸と土壌珪酸吸収量との関

係を図6に示したが，正の相関（r＝0．538＊＊）がみられ

た。このことは土塊の集積珪酸は資材施用という人的要因

のみならず土壌周有の珪酸保持力の大小によって大きく影

響をうけていることを示している。またアルカリ性である

珪酸資材の施用によってp比が上昇し，珪酸保持力が増加

していろとも考えられる。
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図6　酢酸ナトリウム浸出珪酸と

土壌珪酸吸収量

5　　ま　　と　　め

（1）宮城県内水田土の水稲茎葉珪酸と各種分析法による

土壌珪酸との相関は，培養法～水浸出法〉pH酢酸ナトリウ

ム浸出の頓であった。前二者が可給態珪酸の強度因子を示

し，水稲の珪酸吸収量と直接的に関係すろに対し，酢酸ナ

トリウム浸出は可絵態珪酸の保存量を示し，間接的に水稲

珪酸吸収量に関係すると考えられた。

（2）土壌の珪酸吸収量は燐酸吸収係数の増加によって増

え，また土壌のpEが高いほど増加する傾向を示した。ま

た珪酸の吸収力が強い土壌はど酢酸ナトリウム浸出の珪酸

が増加する傾向がみられた。
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